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科学技術基本計画のテキストマイニング分析と 

研究、イノベーションの位置付け 

 

 
○山口佳和（千葉工業大学） 

 

 

 
1. はじめに 

  科学技術基本計画[1]は、日本の科学技術政策を体系的に記述するとともに、対象期間中の政府研究

開発投資額を明記し、科学技術政策の推進の基盤となっている。2016 年 1 月には、第 5期の計画が策定

された。本研究では、第 1期から第 5期までの計画の記述に着目する。 

  前回大会で山口[2]は、イノベーションを含む新聞記事のテキストマイニング分析を行い、2000 年ま

では民間との関わりが深い記事のテーマが多く、2001 年以降は政府との関わりが深いテーマが多いこと

などを明らかにした。また、山口[3、4]は、科学技術基本計画の記述における産学連携の位置付けをテ

キストマイニングを用いて分析し、第 1期～第 4期では産学連携はイノベーションや経済再生と結び付

きが強いこと、第 1期～第 5期では産学連携は資源配分と結び付きが強いことなどを明らかにした。 

  本研究の目的は、第 1期～第 5期の科学技術基本計画の記述をテキストマイニング分析して、どのよ

うな頻出単語とそれらが組み合わさったテーマで構成されているか、テーマはどのように変遷してきて

いるか、研究、イノベーションがどのように位置付けられるかを明らかにすることである。 

 

2. 研究方法 

  第 1 期～第 5 期の科学技術基本計画の記述(表 1)を、データとして収集する。記述内容を把握するの

に適していると考えられる単語の出現回数と登場文書数の制限を設定して、データ中の頻出単語を抽出

する。テキストマイニングツールとしては、KHcoder[5]を用いる。 

  計画の記述を内容のまとまりによる文書に分割して、どの単語がどの文書に何回登場するかを求める｡

このデータに基づくクラスター分析を行って、単語をクラスターに分類する。クラスターが記述内容に

よるテーマを表していると考え、単語の構成や文書の記述に基づいてテーマ名を付ける。これらのテー 
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マが第 1期から第 5期にかけてどのように変遷してきているかを、延べ単語数の集計や双対尺度法によ

り分析する。さらに、｢研究｣と｢イノベーション｣がテーマと各期の関係において、どのように位置付け

られるかを分析する。 

 

3. 研究結果 

  頻出単語の最小出願回数が小さいと重要でないテーマまで拾ってしまい、大きいと重要なテーマが拾

えない可能性がある。最大登場文書数が小さいと重要なテーマが拾うことができず、大きいと特定のテ

ーマを表さない単語まで拾ってしまう可能性がある。ここでは、最小出現回数を 40 語、最大登場文書

数を 80 文書とした(表 2)。 

 
  抽出した152語から特定のテーマを表さないと考えられる49語を除いて、103語を分析対象とした(表

3)。なお、研究、イノベーションは登場文書数が多いため、抽出した 152 語には含まれていなかった。 

 
  103 語は 20 クラスターに分類することができ、各クラスターのテーマ名として、大学教育、若手研究

者、海外展開、地球規模問題、経済成長、地域振興、安全・安心、エネルギー、先端技術、起業・新事

業、ビジネス革新、オープン参加、政府予算、教育組織、知的財産、国家プロジェクト、研究組織、産

学連携、国際交流、研究施設を付けた(表 4)。 

  クラスター別の抽出語数の推移を見ると、第 1期で研究施設、第 5期で起業・新事業、ビジネス革新

が大きいことなどが分かった(図 1)。 

  クラスター別の抽出語数割合の推移を見ると、第 1期で研究施設、教育組織、第 2期と第 4期で先端

技術、第 3期で産学連携、第 4期で起業・新事業、ビジネス革新、オープン参加の割合が大きいことな

どが分かった(図 2)。 



― 654―

 

 

 
  第 1 期～第 5 期の計画と 20 クラスターの双対尺度分析の結果から、第 1 期は研究施設、第 2 期は研

究組織、国家プロジェクト、海外展開、政府予算、先端技術、第 3期は産学連携、国際交流、第 4 期は

エネルギー、第 5期はオープン参加と関わりが強いことが分かった。さらに、第 5期は第 1期～第 4期

よりも、起業・新事業、ビジネス革新に近いところに位置付けられることが分かった(図 3)。 

  研究、イノベーションを含めた双対尺度分析の結果から、研究は第 2 期、第 3 期と関わりが強いが、

第 1期、第 4期、第 5期に対してはやや離れたほぼ等距離に位置付けられること、イノベーションは第

5期と関わりが深く、第 1～第 4期からは遠距離に位置付けられることが分かった(図 4)。研究は第 1期

～第 5 期のいずれにおいても、500 回～600 回強と安定して登場していること、イノベーションは第 3

期から登場し第 5期に 223 回と特に多く登場していることが、これらの背景にある。 
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4. まとめ 

  科学技術基本計画の記述のテキストマイニング分析により、頻出単語によるテーマがどのように変遷

してきているか、研究とイノベーションがどのように位置付けられるかを明らかにした。 
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